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女ひ

と

と
男ひ

と

が
と
も
に
歩
み
、
と
も
に
輝
く
社
会

　

本
市
で
は
、「
栗
東
市
ま
ち
づ
く
り

女ひ
と

と
男ひ

と

の
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」に
よ
り
、

市
民
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
、

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
施
策
の
現
状
を
調
査

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
政
策
方
針
の

参
考
と
す
る
た
め
に
、
昨
年
度
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
主
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

•
配
布
枚
数
…
２
０
０
０
枚　

•
回
収
数
…
８
３
５
枚

•
回
収
率
…
41
・
８
％

　

図
１
の
と
お
り
、「
男
性
は
仕
事
、

女
性
は
家
庭
」
と
い
う
考
え
方
に
は
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
と
い
う
意
見

も
含
め
て
50
・
６
％
の
人
が
同
感
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

男
女
別
で
見
る
と
、『
同
感
す
る
』

割
合
は
、
男
性
50
・
６
％
、
女
性
40
・

１
％
で
、
男
性
の
ほ
う
が
10
・
５
ポ
イ

ン
ト
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
２
で
は
、
家
庭
生
活
や
職
場
の
中

で
の
男
女
の
平
等
感
は
、
５
年
前
の
前

回
調
査
時
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

「
社
会
全
体
で
見
て
」
男
性
が
優
遇
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
は
、
約
７

割
を
占
め
て
い
ま
す
。「
平
等
」
の
割

合
増
加
を
目
指
し
て
、
男
女
共
同
参
画

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
に
、
市
が
特
に
力
を
入
れ
る
べ

き
こ
と
の
質
問
で
は
、「
男
女
が
と
も

に
働
き
や
す
い
労
働
環
境
を
つ
く
る
」

を
選
ん
だ
人
が
、
55
・
０
％
と
最
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

男
女
別
で
見
る
と
、「
女
性
の
起
業

や
再
就
職
な
ど
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援

す
る
」
で
は
、
女
性
（
17
・
９
％
）
が

男
性
（
10
・
５
％
）
よ
り
多
く
、「
学

校
や
家
庭
・
地
域
に
お
け
る
教
育
・
学

習
を
推
進
す
る
」
で
は
、
男
性
（
35
・

０
％
）
が
女
性
（
26
・
２
％
）
よ
り
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

※
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
…
協
働
ま
ち
づ
く
り
課

　

男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
551-

０
２
９
０　
　

554-

１
１
２
３

FAX

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

わからない　4.7％
同感しない
　24.2％

どちらかといえば同感しない　26.4％

どちらかといえば
同感する　36.8％

同感する　7.9％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

わからない

女性が優遇
どちらかといえば女性が優遇

平等
どちらかといえば男性が優遇

職場の中で

12.4

17.8

13.2

56.8

44.2

41.1

18.8

23.2

33.0

5.8

6.0

8.6

6.3

8.8

4.2

0.0

0.0

0.0

と
も
に
輝
く
た
め
に

　
「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と
い
う

固
定
的
な
男
女
の
役
割
分
担
意
識
や
慣

習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
お
互
い
を
理
解
し

合
い
、
尊
重
し
合
う
こ
と
が
、
一
人
ひ

と
り
が
自
分
ら
し
く
、
い
き
い
き
と
輝

く
こ
と
の
で
き
る
社
会
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
社
会
を
構

成
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の

意
識
が
、
変
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１
週

間
は
、「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

　

こ
の
週
間
を
機
に
、家
庭
内
や
地
域
、

職
場
で
、
仕

事
と
生
活
が

調
和
し
た
暮

ら
し
に
つ
い

て
考
え
、
話

し
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

話
そ
う
、
働
こ
う
、
育
て
よ
う
。

い
っ
し
ょ
に
。

 

〜
平
成
22
年
度　

内
閣
府
「
男
女
共
同
参
画

週
間
」
募
集
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　

最
優
秀
作
品
〜

「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
庭
」

と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て

家
庭
・
職
場
な
ど
の
分
野
別
で
の

男
女
の
平
等
感
に
つ
い
て

＜図１＞

＜図２＞
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■
自
己
負
担
金
…

　

65
歳
以
上
の
人
：
無
料

　

40
歳
〜
64
歳
の
人
：
１
５
０
０
円

※
64
歳
以
下
で
、
市
民
税
非
課
税
の
国

民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
人
は
無
料

に
な
り
ま
す
。
受
診
１
週
間
前
ま
で

に
受
診
券
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

福
祉
保
険
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
自
身
の
健
康
状
態
を
認
識
す
る

た
め
に
も
、
年
に
１
回
特
定
健
診
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
22
年
４
月
以
降
に
国
保
に
加
入

を
し
た
人
に
は
受
診
券
が
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
た
特
定
健

康
診
査
（
特
定
健
診
）
は
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
予
防
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
６
月
中
ご
ろ
、
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
加
入
の
40
歳
〜
74
歳
の
人

に
特
定
健
診
の
受
診
券
を
送
付
し
ま

す
。（
社
会
保
険
や
会
社
の
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
加
入
し
て
い
る
保

険
者
か
ら
受
診
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。）

受
診
券
が
届
い
た
ら
、
滋
賀
県
内
の
実

施
医
療
機
関
で
10
月
31
日
ま
で
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。（
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療

機
関
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。）

■
実
施
期
間
…
10
月
31
日
ま
で

■
持
ち
物
…
国
保
被
保
険
者
証
、
特
定

健
診
受
診
券
、
記
入
済
み
質
問
票
、

前
年
度
の
健
診
結
果
票
（
お
持
ち
の

人
の
み
）

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

40
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
の
人
は

左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
受
診
結
果

を
も
と
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
状
態
に
あ
る
人
や
予
備
群
と
な

っ
て
い
る
人
を
選
び
、
生
活
習
慣
改
善

の
た
め
の
情
報
提
供
や
指
導
（
特
定
保

健
指
導
）
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
水
道
週
間
を
機
会
に
、
水
の
大

切
さ
を
見
直
し
、
水
資
源
や
経
費
の
節

約
に
つ
な
が
る
上
手
な
水
の
使
い
方
に

つ
い
て
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
話

し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
（
※
水
量
は
、
一
般
的
な
目
安
で
す
）

■
蛇
口
は
し
っ
か
り
閉
め
ま
し
ょ
う
…

ポ
タ
リ
ポ
タ
リ
と
漏
れ
る
水
も
、
一

晩
で
は
か
な
り
の
量
に
な
り
ま
す
。

■
歯
磨
き
の
後
、
口
を
す
す
ぐ
と
き
は

コ
ッ
プ
に
く
ん
で
…
水
を
流
し
な
が

　

水
は
、
飲
料
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

風
呂
や
洗
濯
、
掃
除
、
水
洗
ト
イ
レ
な

ど
多
く
の
用
途
で
使
わ
れ
、
私
た
ち
の

生
活
の
中
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い

水
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
適
切
な
水

質
管
理
や
、
水
道
管
、
水
源
地
な
ど
を

日
々
管
理
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
安

全
で
良
質
な
水
を
安
定
的
に
供
給
で
き

る
水
道
施
設
の
整
備
・
改
良
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
強
い

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

水
道
水
は
、
日
々
の
生
活
の
中
に
溶

け
込
ん
で
い
て
、
水
の
大
切
さ
を
忘
れ

が
ち
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

特
に
水
不
足
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で

す
。
貴
重
な
資
源
で
あ
る
水
を
大
切
に

使
い
、
日
ご
ろ
の
節
水
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ら
口
を
す
す
ぐ
と
30
秒
間
に
６
ℓ
流

れ
ま
す
。
コ
ッ
プ
に
く
む
と
０
・
６

ℓ
（
コ
ッ
プ
３
杯
分
）
で
す
み
ま
す
。

■
風
呂
の
水
を
、
も
う
一
度
…
風
呂
の

残
り
湯
は
捨
て
ず
に
、洗
濯
や
掃
除
、

植
木
や
庭
の
水
ま
き
な
ど
に
使
い
ま

し
ょ
う
。
浴
槽
半
分
の
水
で
も
90
ℓ

の
節
約
に
な
り
ま
す
。

■
車
洗
い
は
バ
ケ
ツ
に
く
ん
で
…
ホ
ー

ス
を
使
っ
た
場
合
は
２
４
０
ℓ
、
バ

ケ
ツ
を
使
う
と
30
ℓ
で
す
み
ま
す
。

「
水
道
に 

寄
せ
る
信
頼 
飲
む
安
心
」

第
52
回
水 

道 

週 

間 　

６
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪

問
合
せ
…

福
祉
保
険
課 

国
民
健
康
保
険
係

☎
551-

１
８
０
７　
　

553-

３
６
７
８

健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☎
554-

６
１
０
０　
　

554-

６
１
０
１

FAXFAX

水
は
限
り
あ
る
資
源

例
え
ば
こ
ん
な
節
水
方
法

問
合
せ
…
上
下
水
道
課 

上
下
水
道
管
理
係

☎
551-

０
１
３
５　
　

554-

３
８
６
６

FAX

◎
特
定
健
康
診
査

◎
特
定
保
健
指
導
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問
合
せ
…
生
涯
学
習
課 

文
化
財
保
護
係

☎
551-

０
１
３
１　
　

552-

５
５
４
４

FAX

　

４
月
20
日
付
け
で
次
の
１
件
を
市
文

化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

指
定
第
86
号
（
彫
刻
）　

銅
造
阿
弥
陀
三
尊
像（
林　

新
善
光
寺
）

　

長
野
善
光
寺
の
秘
仏
本
尊
を
模
し
て

造
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
善
光
寺
式
阿
弥

陀
三
尊
像
で
す
。
鋳
銅
製
で
鎌
倉
時
代

（
13
世
紀
）
の
作
。
中
尊
の
阿
弥
陀
如

む
時
は
、
舌
を
上
顎
に
押
し
付
け
て
飲

ん
で
い
る
た
め
、
母
乳
が
上
の
前
歯
に

付
着
し
、
前
歯
の
裏
側
に
む
し
歯
が
で

き
や
す
い
の
で
す
。
１
歳
を
過
ぎ
て
、

上
下
４
本
ず
つ
ほ
ど
歯
が
生
え
て
き
た

ら
、そ
ろ
そ
ろ
卒
乳
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

③
乳
酸
飲
料
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

　

日
本
歯
科
医
師
会
は
、
お
や
つ
の
砂

糖
量
は
、
お
よ
そ
８
ｇ
の
ス
テ
ィ
ッ
ク

シ
ュ
ガ
ー
３
本
分
と
し
て
い
ま
す
。
野

菜
ジ
ュ
ー
ス
や
乳
酸
飲
料
、
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
に
は
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
シ
ュ
ガ

ー
約
２
〜
５
本
分
の
砂
糖
量
が
入
っ
て

い
ま
す
。
糖
分
を
多
く
含
ん
で
い
て
、

む
し
歯
の
原
因
の
一
つ
に
な
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。

④
お
や
つ
の
与
え
方

　

幼
児
は
、
身
体
は
小
さ
い
で
す
が
、

多
く
の
栄
養
を
必
要
と
し
ま
す
。
あ
く

ま
で
も
、
朝
・
昼
・
夕
の
３
回
の
食
事

が
基
本
で
す
か
ら
、
足
り
な
い
栄
養
を

補
え
る
乳
製
品
、
果
物
、
芋
類
な
ど
が

お
勧
め
で
す
。
糖
分
・
油
分
・
塩
分
の

多
い
市
販
の
お
菓
子
は
幼
児
に
は
不
向

き
で
す
。
１
日
１
回
、
時
間
と
量
を
決

め
て
水
分
と
一
緒
に
与
え
ま
し
ょ
う
。

⑤
フ
ッ
素
を
活
用
し
よ
う
♪

　

フ
ッ
素
は
、
歯
の
表
面
を
強
く
し
た

り
、
む
し
歯
菌
の
出
す
酸
を
ガ
ー
ド
す

る
効
果
が
あ
り
、
む
し
歯
予
防
に
効
果

的
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ッ
素
の

使
用
方
法
や
種
類
に
つ
い
て
は
、
か
か

り
つ
け
の
歯
科
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

市
で
は
、
１
歳
６
か
月
健
診
か
ら
３

歳
６
か
月
健
診
ま
で
、
幼
児
歯
科
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
減

少
傾
向
に
あ
っ
た
１
歳
６
か
月
児
の
む

し
歯
が
再
び
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。

新
指
定
の
市
有
形
文
化
財

来
は
像
高
47
㎝
、
脇
侍
の
勢せ

い

至し

・
観
音

菩
薩
は
い
ず
れ
も
像
高
32
・
５
㎝
を
は

か
り
ま
す
。
県
内
に
お
け
る
善
光
寺
式

阿
弥
陀
如
来
の
作
例
に
は
、
元
久
３
年

（
１
２
０
６
）
銘
の
甲
賀
市
善ぜ

ん

水す
い

寺じ

阿

弥
陀
如
来
立
像
の
ほ
か
、
大
津
市
安
養

寺
阿
弥
陀
三
尊
像
（
鎌
倉
時
代
後
期
、

た
だ
し
中
尊
は
江
戸
時
代
の
補
作
）、

①
む
し
歯
は
感
染
す
る
!?

　

む
し
歯
菌
が
い
る
大
人
の
口
に
入
れ

た
も
の
を
、
赤
ち
ゃ
ん
の
口
に
入
れ

る
と
、
そ
こ
か
ら
、
む
し
歯
菌
が
移
行

し
て
し
ま
い
ま
す
。
大
人
の
口
に
入
れ

た
も
の
を
赤
ち
ゃ
ん
の
口
に
入
れ
る
の

は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
哺
乳
ビ
ン
・
母
乳
と
む
し
歯
の
関
係
は
…

　

ダ
ラ
ダ
ラ
飲
み
は
も
ち
ろ
ん
、
寝
か

し
つ
け
な
が
ら
の
授
乳
も
、
寝
て
い
る

間
の
唾
液
量
が
減
少
し
、
む
し
歯
に
な

り
や
す
い
状
態
と
な
り
ま
す
。
湯
冷
ま

し
を
口
に
含
ま
せ
る
だ
け
で
も
む
し
歯

予
防
に
は
効
果
的
。
ま
た
、
母
乳
を
飲

〜
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
〜

６
月
は
む
し
歯
予
防
月
間
で
す0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

H21H20H19H18H17

0.9

1.6

2.0

0.7

1.3

１歳６か月歯科健診でむし歯が見つかった割合
（％）

◎
む
し
歯
予
防
の
た
め
に

問
合
せ
…
健
康
増
進
課

☎
554-

６
１
０
０　
　

554-

６
１
０
１

FAX

大
津
市
近こ

ん

松し
ょ
う

寺じ

阿
弥
陀
三
尊
像
な
ど
が

す
で
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
像
は

保
存
状
態
も
よ
く
、
三
尊
揃
っ
た
善
光

寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
と
し
て
県
内
最
古

で
あ
り
貴
重
で
す
。

▲（左から）勢至菩薩、
阿弥陀如来、観音菩薩
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第
14
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

昭
和
39
年
に
消
防
士
と
な
り
、
平
成

３
年
に
退
職
す
る
ま
で
の
26
年
間
に
わ

た
り
消
防
業
務
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

湖
南
消
防
組
合
消
防
本
部
通
信
指
令
室

長
、
北
消
防
署
長
、
消
防
本
部
予
防
課

長
、
西
消
防
署
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
大
規
模
な
工
場
火
災
が
あ
り
、
湖

南
消
防
組
合
の
全
消
防
署
か
ら
出
動
し

て
、
４
日
に
わ
た
る
消
火
活
動
を
し
た

こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

消
火
に
欠
か
せ
な
い
水
を
確
保
す
る
た

め
、
管
内
の
防
火
水
槽
の
整
備
に
力
を

入
れ
ま
し
た
。
よ
い
仲
間
に
恵
ま
れ
、

諸
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
各
種
証
明
を
発
行

Ｊ
Ｒ
栗
東
駅
前
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
２
階

　

昨
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
各
種
証
明
交
付

窓
口
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

　

証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
の
ほ
か
、
昨
年
４
月
１
日
か
ら
業
務

を
行
っ
て
い
る
「
栗
東
市
諸
証
明
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
は
、
Ｊ
Ｒ
栗
東
駅
前
の
総
合
施
設

「
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」
２
階
、
栗
東
西

図
書
館
の
北
側
で
す
。

【
受
付
時
間
】

•
９
時
〜
17
時
（
た
だ
し
土
・
日
・
祝

日
と
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
の
６
日

間
は
休
館
と
な
り
ま
す
）

【
取
扱
内
容
】

•
住
民
票
の
写
し
・
住
民
票
記
載
事
項

証
明
書

•
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書

•
印
鑑
登
録
証
明
書
（
住
民
カ
ー
ド
も

し
く
は
印
鑑
登
録
証
が
必
要
で
す
）

•
戸
籍
の
謄
本
（
全
部
事
項
証
明
書
）

お
よ
び
抄
本
（
一
部
事
項
証
明
書
）

　

※
除
籍
謄
・
抄
本
お
よ
び
原
戸
籍
謄
・

抄
本
は
市
役
所
総
合
窓
口
課
の
み
で

取
り
扱
い
ま
す

•
戸
籍
附
票
の
写
し
・
身
元
証
明
書
・

住
民
票
コ
ー
ド
通
知
票

•
市
制
施
行
証
明
書
・
住
居
表
示
証
明

書
（
住
所
本
籍
変
更
証
明
書
）

•
税
関
係
証
明
書
（
所
得
・
納
税
・
評

価
・
法
人
所
在
証
明
）

【
注
意
事
項
】

•
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
駐
車
場
を
ご
利
用

の
場
合
、
駐
車
料
金
が
割
引
さ
れ
ま

す
の
で
、
駐
車
券
を
諸
証
明
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

•
各
種
証
明
書
交
付
申
請
時
に
は
本
人

確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。（
運

転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
・
パ
ス
ポ

ー
ト
・
外
国
人
登
録
証
明
書
・
年
金

手
帳
な
ど
）

•
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
書
や
婚
姻
届
出

用
紙
な
ど
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

一
人
の
け
が
人
も
な
く
、
26
年
間
の
消

防
士
生
活
を
終
え
ら
れ
た
こ
と
が
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
消
防
の
仕
事
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
を
愛
さ
な
い
と
で
き
な

い
仕
事
で
す
。
火
災
発
生
時
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
地
域
の
消
防
団
の
皆
さ

ん
、
ま
た
、
長
年
私
を
支
え
て
く
れ
た

家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

問
合
せ
…
総
合
窓
口
課

☎
551-

０
１
１
０　
　

553-

０
２
５
０

税
務
課

☎
551-

０
１
０
７　
　

551-

２
０
１
０

諸
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

☎
554-

２
８
０
４

FAXFAX

瑞宝単光章
島村和宏さん（小平井）
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５
月
30
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）
か
ら

６
月
５
日
（
環
境
の
日
）
ま
で
の
一
週

間
は
「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ

ー
ク
」
で
す
。
こ
の
期
間
は
、
全
国
で

市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
り
、

監
視
活
動
や
啓
発
活
動
な
ど
不
法
投
棄

防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
を
実

施
す
る
期
間
で
す
。

　

本
市
で
も
、
こ
の
期
間
を
中
心
に
、

不
法
投
棄

監
視
員
お

よ
び
職
員

に
よ
る
監

視
パ
ト
ロ

ー
ル
の
強

化
に
取
り

組
み
、
不

不
法
投
棄
の
防
止
と
野
焼
き
の
禁
止

問
合
せ
…
学
校
教
育
課

☎
551-

０
３
１
０　
　

551-

０
１
４
９

FAX

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

法
投
棄
の
早
期
発
見
と
抑
止
効
果
に
よ

る
未
然
防
止
を
図
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
今
一
度
、
散
歩
道
や
自

宅
周
辺
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
を
注
意
し

て
見
回
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
思
わ
ぬ

場
所
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
、
不
法
投
棄
は
人

目
に
つ
き
に
く
い
場
所
や
管
理
の
行
き

届
い
て
い
な
い
場
所
な
ど
で
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
土
地
の
所
有
者
は
、
雑
草
の

除
去
や
見
回
り
を
す
る
な
ど
、
こ
ま
め

な
管
理
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
不
法
投
棄
を
発
見
さ
れ
た
場

合
は
、
警
察
ま
た
は
市
生
活
環
境
課
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
法
投
棄
の
問
題
は
行
政
だ
け
で
解

決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地

域
の
人
か
ら
の
通
報
も
多
く
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
不
法
投
棄
の
早
期
発
見
と
未

然
防
止
に
は
地
域
の
監
視
が
欠
か
せ
ま

　

４
月
28
日
、
㈱
桑
原
組
（
本
社
：
高

島
市
）
よ
り
、
同
社
の
創
業
50
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
に
サ
ッ
カ

ー
ボ
ー
ル
50
個
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
を
図
る
一
助
に
し
て
ほ
し

い
と
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
ボ
ー
ル
は
、
市
内

の
各
小
学
校
に
配
分
し
、
体
育
の
授
業

や
ボ
ー
ル
遊
び
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た

せ
ん
。美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ち
の
体
力
作
り
に
有
効
に
活
用
し
ま

す
。

▲市役所で行われた贈呈式

◎
不
法
投
棄
に
対
す
る

監
視
活
動
の
強
化

を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

地
面
に
穴
を

掘
っ
て
の
焼

却
、
ド
ラ
ム
缶

焼
却
、
ブ
ロ
ッ

ク
積
み
焼
却
な

ど
の「
野
焼
き
」

は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い

も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼

却
、
風
俗
習
慣
上
・
宗
教
上
の
行
事
の

焼
却
等
は
「
焼
却
禁
止
の
例
外
」
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
生
活
環
境

上
支
障
を
与
え
、
苦
情
の
あ
る
場
合
は

行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

家
庭
の
ご
み
は
分
別
・
減
量
化
に
努

め
、
決
め
ら
れ
た
日
に
ご
み
集
積
場
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
監
視
員
募
集

◎
ご
み
の
焼
却
は
禁
止

問
合
せ
…
生
活
環
境
課 

環
境
政
策
係

☎
551-

０
３
３
６　
　

552-

７
０
０
０

FAX

　

市
で
は
、「
不
法
投
棄
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
監
視
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
活

動
内
容
は
、
都
合
の
い
い
と
き
に
不
法

投
棄
の
監
視
を
行
い
、
不
法
投
棄
を
発

見
し
た
場
合
は
、
警
察
ま
た
は
市
へ
通

報
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
普
段
の
買

い
物
や
通
勤
、
犬
の
散
歩
な
ど
で
出
か

け
る
際
に
、
お
渡
し
す
る
腕
章
を
携
帯

し
て
活
動
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

生
活
環
境
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▲警察による不法投棄の
捜査

▲野焼きは法律で禁止さ
れています

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、
煙
や
臭

い
が
発
生
し
近
隣
に
対
し
大
変
な
迷
惑

問
合
せ
…
生
活
環
境
課 

生
活
環
境
係

☎
551-

０
３
４
１　
　

552-

７
０
０
０

FAX


